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協働のまちづくり協議会（第 3回）議事概要 

 

《日 時》   平成 30 年 6 月 26 日（火） 14 時～15 時 

《場 所》   教育委員会 5 階会議室 

《委 員》  犬塚 裕雅 会長、長江 曜子 委員、文入 加代子 委員、 

牧野 昌子 委員、江藤 政継 委員、野村 圭子 委員、 

門 良英 委員 

《傍聴者》  0 名 

 

 

1 開会 

 

2 協働のまちづくり協議会 会長挨拶 

 

3 議題 

（1）平成 29 年度協働事業・市民活動助成事業 事業成果報告会の振り返りについて 

・事務局より、第 2回協働のまちづくり協議会（事業成果報告会）について、報告を行

った。 

・評価コメントについて前年度同様、委員の名前を伏せた形で団体及び担当課へ送付す

ること、並びにホームページに掲載予定であることを報告した。 

・アンケートについて、団体及び担当課へ送付することを報告した。 

・事業成果報告会について委員より以下のとおり意見があった。 

会長：アンケートは紙ベースで会場の意見を集めることができ、記録にも残るのでよい

と思う。 

   また、せっかくなのでアンケート結果を、掲示物としてデザインを工夫し、サポ

センに掲示して公表するなどしないともったいない。 

委員：一般参加者が少ないので、もっと事前の周知をしたほうがよい。 

委員：今後、協働事業提案制度や市民活動助成制度の利用を考えている人に参加して   

もらいたい。まつど市民活動サポートセンターに協力してもらって、市民活動団

体の方々へ周知するとよい。 

また、当初の予想以上の成果をあげている団体もあり、採択した側としてもこの

ように事業の報告を聞くことは大切だと感じた。 

委員：参加した団体同士の交流が少しでもあるとよい。 

会長：限られた時間の中で、団体同士の交流時間を設けるには、事業成果報告会と同時

進行で別室にて行うことがよいだろう。 

委員：発表の仕方をトレーニングする場があると、より魅力的な報告会になるのではな

いか。 

委員：まつど市民活動サポートセンターが主体となって、発表団体向けのプレゼンセミ

ナーなどを行うとよい。 

委員：市職員にも見に来てもらいたい。 
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（2）平成 31 年度実施分協働事業 第一次選考について 

・事務局より、協働事業第一次選考の流れを説明した。 

・協働事業第一次選考（第 4回松戸市協働のまちづくり協議会）を非公開とすることが  

決定した。 

・併せて、現任の松戸市協働のまちづくり協議会の運用として、任期中の協働事業第一

次選考、協働事業・市民活動助成事業の本審査については、非公開とすることが決定

した。 

 

（3）その他 

 ・第 2期まつど地域活躍塾の受講申し込み期間を延長し、6月 29 日(金)締切りとしたこ

と、また現在の募集状況が、男性 17 名、女性 8 名の合計 25 名であることを報告した。 

・7月 6日(金)開催の第 2期まつど地域活躍塾公開講座の案内をした。 

 

4 閉会 

 

 


